
1 

 

2019/10/5 

I・HEAP 

7 章 歴史意識：概念化と教育的応用 

担当：渡邉竜平（広島大学大学院教育学研究科） 

〇著者情報 

・Anna Clark 

シドニー工科大学でオーストラリア大衆歴史センターのオーストラ

リア研究評議会フューチャーフェローを務める。研究領域は，オース

トラリア史やオーストラリア歴史学における過去の争い，オーラル

ヒストリー，歴史教育，記憶研究，大衆歴史である。 

https://www.uts.edu.au/staff/anna.clark 

 

・Maria Grever 

エラスムス・ロッテルダム大学歴史文化センター所長，歴史理論・方法論

教授，歴史学部長。研究領域は，歴史文化，歴史意識，史学理論，集合的

記憶とアイデンティティ，君主国，ジェンダー，政治文化である。 

 https://www.eur.nl/en/people/maria-grever 

 

 

〇重要用語 

 歴史意識…「常に(時々重なる)記憶共同体の変容に関与している人間の時間的、現実的、

歴史的レベルに関連した一時的な精神状態」（193 頁） 

 歴史文化，歴史認識，集合的記憶，アイデンティティ 

〇議題の提案 

歴史意識は学校で扱うことが可能なものなのか，扱うべきなのか。複数の歴史意識形成者

（教育的，文化的，学術的）を認める必要がある中で，学校にできることは，歴史的思考

の方法や「公式の」歴史内容の伝達だけにとどめるべきではないか。歴史意識を歴史的に

考える能力として捉え，評価しようとしたその瞬間に，複数の歴史意識形成者を認める概

念であったはずの「歴史意識」は，それらをランク付けし，唯一の「正しい」歴史意識が

存在するという，形を変えた専制を生み出しはしないか。 

◎本章の概要 

  本章は「歴史意識の概念は，歴史教育の理論的・実証的研究や歴史の授業における教師

の実践にどの程度関連し，有用であるか」との問いを設定している。この問いに対して３

つのアプローチが採られている。①歴史意識の概念とその影響力のある定義の発展を歴

史的に定義。②歴史文化と歴史認識の文脈で定義をさらに議論する。歴史認識については，

歴史的理解，歴史的思考，歴史的リテラシーに関する著者の見解を示し，学問的能力の一
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貫したフレームワークの形成を支援するための明確化を行う。③教育的応用と教室実践

のいくつかの例に基づき，歴史意識の概念が実証的研究・教師の実践のために有用である

ように，どのようにして詳細化できるかを説明。 

 

〇歴史意識：歴史現象（178－182 頁） 

 Gadamer (2006) 

歴史意識は常に多様な声で満たされており，その中で過去の反響が聞こえる。そのよ

うな声の多様性の中にのみ，歴史意識は存在する。 

  →だが，概念の歴史をたどることは複雑かつほぼ不可能，条件付けの必要性 

   Lukacs (1985) 

    歴史意識はそれ自体が歴史現象，記憶のような心理的なものだけではない 

 Vogt（1949） 

  書物の史料がなければ歴史意識はほとんどあり得ない，書物であって初めて科学とし

ての歴史の対象となる 

  →「スクリプト中心主義」批判，書物の史料を過大評価している(Kirchner, 1951; Kolbl 

& Straub, 2001) 

 Nordgren（2016），Winter（2010） 

しぐさ，跡，儀式，記念物，物，彫像，建物など，文字以外のコミュニケーションの形

態は，社会の中でも歴史意識を表現可能である 

近代的な歴史意識はどの程度，どのような状況の下で出現したのか 

 →「前近代の」段階のユニークな特徴を強調することで明らかにしようとする 

 古代…現在とは過去の連続，教訓としての歴史，変化は自然状態の混乱，不変の人間性と

静的な社会を前提 

 16 世紀…独立した数的実体としての「古代，中世，近代」 

中世の暗い時代を古代との結びつきによって克服 

 近代の歴史意識…現在は過去と根本的に異なると認識されたときに出現 

         伝統は規範的な指針（教訓）とはならない，批判的考察と分析の対象 

 二つの世界大戦や大衆社会の形成など…過去をさらに遠ざける，過去へのアクセス不可 

                   過去の世界へのノスタルジックな憧れ 

 Koselleck (1972) 

  1750～1850 年，Sattelzeit（近代への移行期）がその時期であると主張 

 時間に対する態度の変化が歴史教育に与えた影響 

 Koselleck（1972） 

  歴史学と歴史教育の理論と実践のギャップを問題とする 

  「歴史的時間」という概念を使用 

  戦後の新しい教授法概念として「歴史の力学」「多視点性」を提唱 
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  「歴史の力学」…科学的歴史意識と日常の歴史意識を区別（優劣はない） 

  科学的歴史意識…高校や大学などでの歴史授業に基づいた歴史知識と技術の訓練 

  日常の歴史意識…大衆歴史文化と関連 

  「多視点性」…歴史的事実よりも「共通の姿勢・意見・価値観」を重視したアプローチ 

 これらは，歴史意識には複数の源がある点を認識しているという点で重要（by 著者） 

  学校教育，歴史学，大衆歴史，人々の過去の利用は，同じように歴史意識を形成する 

  Lévesque (2012)「歴史意識は人々が過去をどのように利用しているか理解することを

可能にする」 

   →概念の西洋支配に対する反省 

  Rüsen (2002) 

  歴史意識はアイデンティティ形成と密接に関連する 

→普遍的かつ世界的な歴史意識の主張は難しい 

 歴史意識の意味 

 Rüsen (2004) 

  歴史意識は現在の実際の生活状況における特定の配向方法として機能する 

  人々は未来を見据えて適切に行動するために，現在の出来事を過去から解釈する 

   →２つの生活領域をカバー 

    外的…歴史意識は社会的に創造された状態の永続性の認識として示される 

    内的…人間の主観性の時間的側面が明らかに，それに伴い歴史的アイデンティテ

ィとしての自己理解・自覚の発達 

→このような歴史的アイデンティティの認識は，すべての人間を家族，教会，職業，

社会運動，国家共同体などの個人的な生活よりも大きな全体の一部とする 

 生死の境界を越えて自己を拡張することを可能にする 

 人々はこれらグループや機関を同一視，それぞれが独自の歴史を持つ，時間的に限

られた生活を超越した経験をする（「時間的不死」，例：国民国家との同一視） 

 

 〇他の概念との関連における歴史意識（182－183 頁） 

 歴史意識…ある程度直感的な心理状態，記憶の研究に依存 

  Collingwood（1994）「過去の考えは『先天的』な考え」 

 しかし，学習され適応されもする 

  歴史的思考に加えて，社会的存在として記憶することをどのように学ぶかを扱う 

  歴史研究だけでなく，私的及び公的生活における歴史の利用および機能も対象 

  歴史意識には，過去への感情的関与・関心だけでなく，批判的な歴史的反省や学術的・

学問的感覚への関与の能力も含まれる 

 歴史文化と日常（183－185 頁） 

 Grever,Adriaansen（2017） 
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  歴史文化を相互に依存した相互作用的な三つのレベルの分析とする 

  ①過去の歴史の物語と実績 

  ②物質的・非物質的記憶術の基盤 

  ③歴史の概念 

 歴史（過去の出来事，思想，考え）と文化（集団の人々の態度，価値観，認識の共有） 

  →歴史文化は，明瞭な集合的記憶と歴史的想像力だけでなく，過去との関係が人間の営

み，伝統，記憶のはたらき，歴史的表象，およびそれらの伝播の間の動的な相互作用

において確立される方法，何が歴史を構成するかについての推定を含む 

   一時的でアイデンティティを反映する態度としての歴史意識は過去を扱うメタ歴史

的アプローチ（第三レベル）に属し，学問的・大衆的用途，物質的・非物質的用途，

儀式的・日常的なものによって養われる 

 各国の歴史の大規模プロジェクト…歴史意識の特有の表現を探究 

  →誰が歴史を実践し，何が歴史的知識を構成するのかについての専門家の理解に根本

的に挑戦 

   人々は，正式な国家的物語は規定されていて日常生活から切り離されていると感じ

ている一方，彼ら自身の物語と経験，集合的記憶，世代間記憶は強いつながりがある 

 Ashton and Hamilton (2010) 

  「専門的な歴史実践と人々の歴史または日常世界の歴史との間の分離」 

一方で，日常の歴史的つながりの限界を明らかにし，学術的歴史理解が確かに習得されて

いることを示した研究も 

  Kammen (2000)「日々の歴史理解は学術的専門知識と同等ではない」 

日常の歴史文化を取り込む必要性は不可欠だが，歴史認識に特有の学問的技能を理解す

ることから後退してはならない 

 歴史認識：歴史的理解，思考，リテラシーの範囲（185－186 頁） 

 歴史的理解，歴史的思考，歴史的リテラシー 

  単なる過去の記憶や関心ではなく，学問的認識，歴史的実践の技能を指す 

   →学校での学問的な歴史的技能の訓練に基づく歴史意識と，大衆的・集団的・個人的

な記憶や感情的かつ具体的な歴史的つながりに基づく歴史意識をどう区別できる

か，歴史的理解の学問分野特有の構造はどうすれば理論化できるか 

  Shemilt (1980, 2000)，Lee，Ashby (2000) 

   学校歴史プロジェクトに基づく歴史的概念と歴史的技能に関する研究を主導 

  Wineburg(2001) 

   学問的な歴史の技能がいかに直感に反した「不自然な行為」を明らかに 

 →歴史認識の歴史意識への影響は何か，歴史意識の教育的応用の可能性はという疑問 

 歴史意識と教育（187 頁） 

 Bosman の 1970 年代の調査 
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  歴史の授業で教えられていることと学んだこととの間にある明らかな食い違いを指摘 

  生徒の歴史意識の発達における歴史教育の効果は？ 

 Wineburg, Mosburg, Porat, Duncan (2007) 

  教科書の山よりも，若者たちが「文化カリキュラム」から学ぶ歴史のほうが強力かも？ 

 歴史意識は生徒によって教室にもたらされるものなのか，教育の成果なのか，その両方な

のか？ 

 紛争中の記憶と教室（188－189 頁） 

 Wineburg（2000） 

  過去についての考えや信念に関しては，子どもたちは決して白紙状態ではない 

 Zanazanian (2012) 

  教師の歴史意識が授業中のカナダ史に関するイギリスとフランスの物語に関する解釈

を大きく左右することを明らかに 

 Lévesque, Létourneau, Gani (2013) 

    教室は教育的操作サンプルというよりむしろ衝突と交差の場 

 Barton，McCully (2010) 

 社会的目標がカリキュラムに影響を与える。教科は単に学問の内容を反映したもので

はない。内容の選択は，政治闘争，歴史的伝統，教師，親，生徒自身の個人的・社会的

価値観の影響を必然的に受ける 

Barton & McCully（2012），Clark（2007） 

 歴史教育の目的に関する地域社会の仮定は，歴史教師や歴史学者の専門的理解や目的

に容易に反する 

既存の教師，生徒，コミュニティの期待が，教室の集合的な歴史意識を形成する 

逆に教室は，そこにいる人々の歴史意識を形作る能力ももつ。 

 

 〇歴史意識の教育的応用（189－192 頁） 

 Ahonen (2005) 

  複数の歴史意識形成者（教育的，文化的，学術的）を認める必要がある 

 →歴史意識は独自の教育的文脈の中でどの程度獲得されているのか？ 

  獲得されているとすればどの側面なのか？ 

  歴史意識は教育学的状況で測定・評価されるのか？ 

 Körber & Meyer-Hamme（2015） 

  歴史意識を歴史的に考える能力であるとし，HiTCH（歴史における歴史的思考能力プ

ロジェクト）の一環として，歴史意識の評価と達成の枠組みである「フューエルモデル」

を開発，歴史意識の４つの能力を明らかに 

  ①質問または探究の能力 

  ②方法論的能力 



6 

 

  ③時間に関する配向能力 

  ④歴史的実践の概念を用いる際の学問的能力 

  各能力には，基本・中間・上級の三つのレベルが存在 

  「教育目標を策定する新しい機会，スタンダードを生み出す」 

 Rüsen (2012a, 2012b) 

  歴史意識を図式化，歴史理解の連続を主張 

  ①伝統的な歴史…伝統の連続性を認識 

  ②模範的な歴史…過去を用いて現代の行動や信念を指導 

  ③批判的な歴史…伝統に必要な連続性を解体 

  ④遺伝的な歴史…時間の経過とともに歴史的に変化 

  これらは相互に排他的なものではなく，モデルは規範的なヒエラルキーとしてではな

く，歴史意識の異なるモデルのスケッチとして解釈されるべき 

 Lee (2004) 

  歴史意識は学習アプローチではなく，人々が自分の社会と自分自身を理解するために

過去に向かう方法を理解するための理論とする 

  学校の文脈における歴史意識のための実行可能で評価可能な枠組みの可能性を示唆 

  七つの歴史意識規準のリストを提示 

 Duquette (2015) 

  歴史意識と歴史的思考の間に決定的な共通点があると考える 

  歴史意識の明確な発展段階を，歴史と歴史的思考を教える上で重要な考慮事項を持つ

個別の発展段階とともにマッピング 

 結論と今後の方向性（192－193 頁） 

  歴史意識が歴史教育に対しどのような意味があるのか，多くの疑問が残る 

  西洋の影響を受けている歴史意識は，多様化・地球規模の歴史意識にどの程度有用か 

  歴史意識を育てることは，単により多くの歴史を教えるだけでなく，生徒を惹きつけ，

挑戦させるような，対象を絞った教育方法を開発することを意味する 

  より実証的な研究が必要 


